第31回　施設処遇検討会議　議事録

H20.12.15　13:30～15:30

青山荘交流室

出席者：長谷部S.G.M・清水S.G.M・上平ユリ子・原佳伸・

馬渡道伸・向奈津美・出貝梢・中村文洋

(欠席者：千葉Ｃ.Ｅ.Ｏ・小坂和子・秋山S.G.M・小笠原嘉紀・三浦理見)
記　録：出貝　梢

議題

１：下町　サン子（青風荘入所者様）の処遇について

２：大久保　康弘様（青明舎利用者者様）の処遇について

３：上久保　善郎様（青山荘入所者様）の処遇について

１：下町　サン子（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症：便秘症・低血圧

＜問題点＞

· 洗濯機・乾燥機の利用（順番を無視する・他人の物に混ぜて行う）に問題があった時は本人と話し合い、マナーについて理解してもらう。洗濯のやり方について本人と学習し決める（現在は２日に1度）。守れない場合は声をかけて理由を聞きながら他者とトラブルにならないよう介入する。

· 手洗いなどが長くなっている場合は様子を見てこちらから声をかける。

· 洗剤などの日用品の購入についての適切な量を本人と確認し、計画的に購入するように支援をおこなっていく。
①　洗濯・手洗い等に固執している。

2 衣類の適切な着用ができない。場にそぐわない服装をする。

　（衣類の収納ができない）
· 衣類に関してこだわりや思い込みがあるようで、気温が高いにも関わらず、何枚も重ね着した上に夏物を着たりする為、その都度、声をかけ周りの服装と比較してもらい、服装について一緒に検討して習慣化できるよう支援を行なっていく。

· 外出時の場合など場所や場合に合わせた衣類を選べるように助言する。

· 新調した衣類を着けず、同じ衣類や古い衣類を頻回に洗濯して（毎日のように洗濯する）着続ける為、衣類の調整の仕方を一緒に確認していく。（声かけすると着るのが無いと言われる）

· 衣類を丸めてゴミ袋へ入れてしまっている為、定期的にタンスへの収納の仕方を一緒に行っていく。

重ね着を行う事によって結果として洗濯物が増えてしまうことをその都度、確認をおこなっていく。
＜評価＞

本人のニーズや問題点を再検討し、好みや特性を掴み、金銭感覚を考慮して介入方法を出していく。その際、一方的で押し付けた支援にならないように注意をし、QOLの向上に繋げていく。

２：大久保　康弘様（青明舎利用者者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　合併症：股関節変形

＜支援＞

病状悪化による再発防止
・関係機関の役割を明確にして本人との関わりを持ち、本人が調子の悪いときはすぐに相談できる体制を作る。
・訪問等による服薬確認を行い病状の安定を図る。また、小遣い帳の確認を行い、使いすぎの際にはアドバイスを行い、振り返りを行う。

・世話人・外来・通所・訪問看護と情報の共有を密に行い、正確な情報の把握を行う。

・本人の様子に変化があった際には直ぐに訪問を行い関係機関に情報提供し、主治医へ報告。必要に　

・些細な変化を見落とさない。

・保護者へ連絡を取り、金銭状況等(金銭要求)について情報収集を行う。

＜評価＞
病状悪化を見落としやすい人なので、タイミングを逃さないようにする。また、危機管理の体制を構築し、いつ危機管理の段取りをするか、各関係機関からの情報提供を大事にする。

３：上久保　善郎様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　合併症：なし

＜検討課題＞

①長期外泊訓練

· 自宅での本人の役割

· 退所後の生活

○長期外泊訓練

・１ヶ月間の長期外泊訓練（自宅）を行う。（12月15日～1月19日まで）

○外泊訓練内容

・退所後の生活を考え、自宅での生活、実家の農作業の手伝い、外来・デイケアへの通所を行う。

○外泊時の外来通院、デイケアの通所

・通所日は火曜日と木曜日の週2日。外来受診日は木曜日。火曜日・水曜日はそのまま青山荘へ泊まり、木曜日に自宅へ帰宅。

○日中の活動場所について

・冬場は農作業が無い為、日中の活動場所として「あかしや寮」の利用を検討している。本人へは既に伝えており、早ければ今月中に一度見学予定である。

○本人の役割

・食事の準備や後片付けを手伝う。食材の買出し。衣類の洗濯や掃除を行う。

○青明舎登録

・退所後の相談場所として青明舎を利用する。

②家族からの要望
・整容面の不十分さ

・生活管理の意識の乏しさ

整容面の不十分さ
○整容面についての声掛け（必要に応じて）

・整容面が不十分の場合には、その都度整容面を整える必要性を説明する。

生活管理の意識付け

○間食について

・夕食後の間食があり、体重増加へ繋がっている為、間食をしない。

○清掃について

・自室の清掃（掃除機を掛ける）を土日を利用し行うことを目標とし、外泊時でも継続して行い、習慣化していく。

＜評価＞

自宅での本人の役割を明確化し、生活スタイルを確立していく。（メリハリのある生活、整容面・体重管理）退所後は、日中の活動場所としてあかしや寮を利用するように進めていく。

青明舎とあかしや寮へ登録を行い、自宅からの窓口として青明舎、青明・青山が動けない場合はあかしや寮からも動いてもらえるように調整していく。

今後、あかしや寮の相談支援員・町の保健員・青山・青明・家族との話し合いの場を設けて退所に向けて調整を行う。







